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図回回国回国
わたしたちは、農相のゆとりと都市の活力をああせもつ
豊がなまちづくりをめざし、次の目標を定めます。
一、水と緑と伝統を生かし、文化の香りを高めます。
一、6＼れあいを大切Iこし、明るいまきをつくります。
－、仲間の輪をひろげ、生活を創り楽しむまうIこします。
－、みんなで、住みたくなるまきづくりにつとめます。

7　　月　　の　　税　　金

固定資産税（2期分）納期16日（火）＿31日（水）
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ご
帽
輔
別
制
度

次
の
よ
う
な
嬰
口
は
、
初
診
料
な
ど
の
一
瞥
把
や
そ
の
他
特
別
な
場
合

を
除
い
て
医
饗
の
公
霜
助
制
度
に
よ
り
、
無
料
に
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
人
は
、
役
場
国
保
年
金
係
で
医
撰
証
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

同
園
四
国
園
田

灸
対
象
者
V

。
十
八
践
未
満
の
児
童
を
盤
謹
し
て
い
る

母
子
家
庭
の
母

三
蔵
以
上
十
八
璽
蒲
の
母
子
家
庭
の

児
連
及
び
父
母
の
い
な
い
三
蔵
以
上
十

八
歳
未
満
の
児
童
（
昭
和
四
十
二
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日

ま
で
の
出
生
者
も
来
室
亘
二
十
一
日

ま
で
は
骸
当
し
ま
す
。
）

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
者
か
ら
除
か

れ
ま
す
。。児

童
扶
養
手
当
法
施
行
令
で
定
め
る
所

得
の
限
度
額
を
超
え
る
場
合

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
を
受
け

て
い
る
場
合

o
児
童
が
医
猿
賞
の
指
直
さ
れ
る
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

久
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
＞

・
健
康
保
険
証
。
印
鑑

。
町
民
説
の
申
告
が
未
済
の
場
合
は
、
認

定
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
役
場
税
務
係
で

必
ず
申
告
を
済
ま
せ
て
お
く
こ
と

ま
た
、
今
年
一
月
二
日
以
降
に
当
町
に

転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
前
年
の

所
得
額
証
明
番
を
提
出
の
こ
と

・
戸
籍
謄
本
（
児
垂
扶
養
手
当
の
由
馨

類
、
そ
の
他
当
町
の
声
籍
な
ど
で
確
認

で
き
る
場
合
は
不
要
）

・
遺
族
毎
会
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
場

合
は
そ
の
年
金
証
書

受

給

資

格

の

更
新
申
請
に
つ
い
て

現
在
、
交
付
を
受
け
て
い
る
「
母
子
家
庭

等
医
療
証
」
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
し
か
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
受
給
資
格

を
有
す
る
人
は
、
前
記
の
み
申
請
に
必
要
な

油
類
な
ど
V
を
持
参
し
て
受
給
資
格
の
更
新

申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

∩円回国∪

灸
対
象
者
V

o
遠
賀
町
に
住
所
左
肴
す
る
三
聾
蒲
の

乳
幼
児
（
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶

助
を
受
け
て
い
る
場
合
は
除
か
れ
る
）

灸
必
要
書
類
な
ど
＞

・
串
詰
す
る
乳
幼
児
の
氏
名
が
簡
裁
さ
れ

て
い
る
健
撰
保
険
証

。印鑑園
田
同
園
閏
国
願

灸
対
象
者
＞

・
身
体
請
書
峯
手
帳
の
一
級
若
し
く
は
二

級
に
該
当
す
る
場
合
（
三
級
で
も
児
童

福
祉
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
中
等
虞
の

緒
祥
薄
弱
者
と
判
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
該
当
す
る
）

・
精
神
薄
弱
者
の
該
当
の
有
無
に
つ
い
て

は
係
に
碩
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

。
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
を
受
け

て
い
る
場
合
は
対
象
者
か
ら
除
か
れ
る

灸
必
要
書
類
な
ど
V

。
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
障
害
を
証

明
す
る
沓
類

。
健
康
保
険
証

o
印
鑑

思

い

も

よ
火
事

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
福
祉
課
国

保
年
金
係
　
舘
（
2
9
3
）
1
2
3
4

へ
ど
う
ぞ
。

〔
事
例
1
〕

あ
の
有
名
な
長
野
県
の
善
光
寺
が
昭
和
五

十
四
年
火
災
に
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は

「
伝
導
加
熱
」
と
い
－
つ
現
象
で
、
ト
タ
ン
で

覆
わ
れ
た
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
近
く
の
壁
の
内
側

の
木
材
が
燃
え
出
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
．

い
く
ら
ブ
リ
キ
や
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
で
不

燃
対
策
を
し
て
い
て
も
、
至
近
距
離
で
常
時

火
矛
使
用
し
て
い
る
と
内
部
の
木
材
に
熱
が

伝
わ
り
続
け
、
そ
の
う
ち
に
自
然
に
炭
化

し
、
つ
い
に
は
燃
え
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の

善
光
寺
の
火
災
で
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
と
壁
の
間
は
十
分
離
し
ま

し
ょ
う
。

ら
　
ぬ

の

原

因

「
伝
導
加
熱
」

〔事例2〕

・
虫
か
ご
の
観
察
用
レ
ン
ズ
が
太
陽
光
線
を

集
め
て
火
部
に
な
っ
た
。

・
車
の
ガ
ラ
ス
に
さ
け
て
い
た
マ
ス
コ
ッ
ト

の
ア
ク
リ
ル
製
吸
盤
が
光
を
集
め
て
内
部

が
焼
け
た
。

。
金
魚
鉢
の
水
が
集
光
レ
ン
ズ
と
な
り
火
疎

と
な
っ
た
。

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
原
因
で
火

車
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
十
分
注

遷
し
て
く
だ
さ
い
。

郡
内
火
災
・
救
急
件
数

（
一
月
か
ら
六
月
末
ま
で
）
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続
仕
過
賞
町
文
蛍
丁
散
歩

西
川
を
遡
る
（
Ⅳ
）

道
宮
の
西
に
落
ち
合
う
三
つ
の
流
れ
の
二

つ
め
の
川
沿
い
の
道
を
遡
る
こ
と
に
し
た
。

初
夏
の
太
陽
が
美
し
く
川
面
に
煎
り
、
岸

辺
の
葦
の
若
芽
が
さ
ざ
な
み
に
揺
れ
る
。
満

潮
時
で
川
の
水
は
ど
ん
ど
ん
上
流
に
向
い
て

お
し
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
昔
、
瓦

を
作
る
工
場
な
ど
あ
っ
て
、
の
ん
び
り
し
た

景
色
の
中
に
も
ど
こ
と
な
く
元
気
そ
う
に
見

え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

鬼
津
橋
と
い
う
同
じ
名
の
橋
が
二
つ
あ

り
、
一
つ
は
道
営
方
面
と
広
漠
方
面
か
ら
若

松
の
住
士
晶
社
へ
通
じ
る
道
で
、
少
し
上
流

の
も
の
は
松
ノ
本
か
ら
芦
屋
へ
通
じ
る
道
で井根津鬼

ある。そ
の
二
つ
の
橋
を
渡
ら
ず
に
左
岸
を
の
ぼ

る
と
島
門
小
学
校
の
前
に
出
る
。

川
の
而
芹
は
霞
が
繁
っ
て
緑
の
波
が
美
し

い
。
と
こ
ろ
と
こ
ろ
に
小
高
く
見
え
る
木
は

楊
柳
で
あ
ろ
う
。
霞
切
り
の
声
も
聞
こ
え
、

夏
に
向
か
う
川
の
姿
で
あ
る
。

鬼
津
板
井
手
は
主
な
扉
は
下
ろ
さ
れ
て
、

脇
の
万
か
ら
水
が
流
出
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
釣
り
を
す
る
人
も
居
る
明
る
い
昼
す
ぎ

で
あ
る
。
こ
の
井
手
は
昔
か
ら
大
切
な
井
手

で
、
夏
に
な
っ
て
川
一
面
に
諒
が
生
え
、
流

れ
を
止
め
る
ほ
ど
に
な
る
と
村
人
は
総
出
で

そ
れ
を
切
ら
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
。
菰
刈
り

は
昔
か
ら
理
要
な
川
管
理
の
行
部
で
あ
っ

た。
さ
ら
に
こ
の
川
は
上
流
村
落
の
大
切
な
水

腫
川
で
あ
っ
た
の
で
、
鞍
手
方
面
の
人
た
ち

も
こ
の
あ
た
り
ま
で
川
渡
え
に
来
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

広
漠
の
方
か
ら
来
た
県
道
の
古
川
橋
を
過

ぎ
、
高
瀬
の
緑
光
園
団
地
を
過
ぎ
る
こ
ろ
川

巾
は
狭
く
な
る
。
対
岸
は
松
ノ
本
の
昔
か
ら

の
集
落
で
、
樹
々
が
繁
り
そ
れ
に
包
ま
れ
た

よ
う
に
家
々
が
静
ま
っ
て
い
る
。
基
地
が
あ

り
、
お
寺
の
お
堂
が
あ
り
、
い
か
に
か
古
い

土
地
で
あ
る
思
い
が
す
る
。

川
の
両
岸
は
霞
や
流
が
び
っ
し
り
繁
っ

て
、
水
の
流
れ
は
狭
く
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
間
も
な
く
旧
国
道
の
橋
を
す
ぎ
、
豊
か

な
木
立
の
あ
た
り
石
橋
を
一
つ
通
り
流
れ
は

右
へ
急
角
度
に
曲
が
る
。
今
泉
神
社
と
行
揃

寺
の
閲
を
西
に
つ
つ
い
て
、
ど
ち
ら
の
門
前

か
し
ら
な
い
が
人
々
は
門
前
川
と
よ
ん
で
い

る
。
さ
さ
や
か
な
水
に
、
よ
く
見
る
と
ハ
エ

が
た
く
さ
ん
泳
い
で
い
る
。

南
山
の
繁
っ
た
木
立
は
新
緑
の
い
ろ
が
美

し
い
。
小
さ
い
木
橋
が
架
っ
て
い
る
あ
た
り

か
ら
見
る
と
、
千
代
丸
城
の
あ
っ
た
と
言
わ

れ
る
森
が
眼
の
前
に
授
け
、
鹿
児
島
本
線
を

走
る
電
車
が
そ
の
櫨
を
よ
こ
き
る
。
風
の
い

ろ
と
空
の
い
ろ
が
、
そ
ん
な
風
景
孝
一
そ
う

美
し
く
し
て
、
流
れ
は
更
に
細
く
な
っ
て
西

に
遮
り
、
岡
垣
の
戸
切
へ
つ
つ
く
。

（
片
山
花
街
史
）

カ
ラ
オ
ケ
大
会

盆
踊
り
大
会

出
場
者
と
出
場
チ
ー
ム
募
集
／

⊥
6
時
～

▽
場
所
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
夏
ま
つ
り
実
行
姿
民
会

▽
催
　
物
　
o
カ
ラ
オ
ケ
大
会

o
太
鼓
競
演

o
盆
踊
り
大
会

・
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー

参

加

申

込

み

カ
ラ
オ
ケ
大
会

▽
募
集
人
員
　
三
十
名
＜
内
訳
＞
各
区
か
ら

一
名
と
自
由
参
加
人
名
（
町
内

－
達
者
に
限
る
）

▽
申
込
方
法
　
区
推
せ
ん
者
は
公
民
館
長
を

通
じ
て
申
込
む
こ
と

カ
ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
は
8
月
1
2
日

ま
で
に
持
参
す
る
こ
と

盆
踊
り
大
会

▽
申
込
方
法
　
公
民
館
長
が
踊
る
曲
目
孝
二

曲
届
け
る

レ
コ
ー
ド
は
当
日
受
付

▽
申
込
期
間
　
7
月
ュ
5
日
～
8
月
5
日

▽
申
込
先
　
遠
賀
町
商
工
会

詳
細
に
つ
い
て
は
、
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
誌
落
居
（
遠
賀
町
商
工
会
内
）
　
稽
（
2

9
3
）
0
1
6
5
へ
ど
う
ぞ
。
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毎月第3日曲目は

裏面の日
ー7月の実行目標一

〇夏休みのプランをたてよう
○水の事故、山の事故について

話し合おう
○社会のきまりを守り、明るい

町や村をつくろう。

開園田園

完∴∴望学

学　習　計　画

月日 �曜日 �時間 ��学習内容 

8・21 �水 �10 �00 �開講式 
12 �00 �婦人大学受講へ の導入 

8・28 �水 �10 �00 �藤爾歪そ高大 岡城址（隆守山） 

9・11 �水 �壬生＿坐 10：00 （ 12：00 ��生壁＿」 くらしと経済 

9・25 �水 �9 16 �00 00 �社会見学 

10・9 �水 �10 12 �00 00 �基本的人権 

11・13 �水 �10 �00 �高齢化社会と老 
12 �00 �後 

11・27 �水 �10 12 �00 00 �生涯学習 

12・11 �水 �10 �00 �「婦人の選」 
12 �00 �報告　開講式 

回 �就座名 �語　頭 �日　程 
福岡 会均 �北九州 会埼 

1 �福岡県の現 状と課超 �福岡県知事 �8月 3日 �8月 10日 ーいま何を なすべきか－ �奥田　八二 

2 � �中華人民共 �8月 10日 �8月 17日 
中国と日本 との交流に ついて �和国駐福岡 総領事館総 領事 金吉松 

3 �高齢化社会 と健康 �九州大学健 康科学セン ター教授 緒方道産 �8月 24日 �8月 31日 

4 �北原白秋 ーその短歌 を中心とし て－ �福岡大学名 誉救援 大塚幸男 �9月 7日 �9月 14日 

5 �古代の筑紫 ー福岡県の �九州歴史資 料館長 �9月 21日 �9月 

原像－ �替教■慢 田村同港 ��28日 

県
民
大
学
講
座
の
受
講
生
募
集

県
下
で
は
、
県
政
に
関
す
る
情
報
を
広
く

県
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
民
大
学

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

▽
開
講
日
と
内
容
表
を
鬱
照

▽
場
所
・
北
九
州
会
場
北
九
州
市
立

高
工
貿
易
会
館

・
福
岡
会
場
県
庁
三
陸
満
堂

▽
募
集
人
員
。
北
九
州
　
二
百
五
十
名

。
福
岡
三
百
名

▽
墓
誌
誤
　
1
月
2
0
日
ま
で
先
着
順

▽
申
込
先
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
喬
露
座
を
福
岡

旧
葱
翳
部
広
報
室
へ
　
衝
0
9

2
（
6
5
ュ
）
1
1
1
1
内
線

2
3
o
o
2
－
”
o

遠
賀
地
区
婦
人
大
学
受
講
生
の
募
集

現
在
、
婦
人
大
学
は
、
県
内
五
つ
の
地
域

で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
そ
の

一
カ
所
が
遠
賀
地
区
（
岡
垣
町
）
で
開
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
婦
人
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
問
題
、
ま
た
自
ら
の
学
習
を
深
め
な
が
ら

今
日
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
考
え
て
み
る

良
い
機
会
と
思
い
ま
す
。

▽
関
甜
強
固
　
8
月
2
1
日
～
1
2
月
n
日

九
州
大
学
公
開
講
座

受

講

生

募

集

▽
期
間
8
月
1
6
日
－
1
0
月
鉛
白
の
金
曜

日
（
祝
日
は
前
日
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
ュ
5
時
5
0
分

▽
藍
藻
題
　
地
域
福
祉
基
礎
諭

▽
閑
話
場
所
福
岡
県
看
護
等
研
修
セ
ン
タ

ー
福
岡
市
中
央
区
赤
坂

▽
東
条
人
員
吉
名

▽
テ
キ
ス
ト
代
　
千
円

▽
申
込
締
切
　
1
月
3
1
日
（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法
封
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
怪

別
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
範
大
し

た
賀
田
に
、
返
信
用
は
が
き
（
氏
名
、
住

所
、
郵
便
番
号
）
を
添
え
て
申
込
む

▽
申
込
み
及
び
内
容
の
聞
合
先
福
岡
県
地

域
福
祉
振
興
基
金
（
ふ
く
お
か
幸
せ
の
輪

基
金
）
書
棚
福
岡
帯
博
多
区
千
代
一
丁
目

2
の
2
∴
禽
0
9
2
（
6
5
1
）
0
2
9
4

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
発
売

（
別
称
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
（
財
）
福
岡
県

市
町
村
振
興
協
会
を
通
じ
て
、
災
害
対
策
と

明
る
い
住
み
よ
い
街
づ
く
り
な
ど
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

一
等
賞
金
　
　
　
　
　
三
千
万
円

マ
イ
カ
ー
賞

前
後
賞
合
わ
せ
て

デ
ラ
ッ
ク
ス
カ
ー
賞

五
千
万
円

七
百
万
円

1
月
1
6
日
（
火
）
か
ら
予
約
受
付
開
始

申
込
方
法
な
ど
の
餅
細
に
つ
い
て
は
、
7

月
1
6
日
（
火
）
の
新
田
＜
朝
刊
＞
紙
上
に
発

表
さ
れ
ま
す
。



第366号

ぬ

少年ソフトボール

少女バレーボール

舘晴間－四⑬公）－io（

第
3
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
と
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
授
を
今
年
も
行
い
ま
す
。

各
地
区
大
勢
の
皆
様
の
応
暖
を
お
願
い
し
ま
す
。

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

▽
日
　
時
　
7
月
2
8
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
4
0
分

琵
技
開
始
　
9
時

▽
場
所
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
競
技
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
式

▽
チ
ー
ム
編
成
　
小
学
生
（
女
子
も
可
）

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

▽
日
　
時
　
1
月
2
8
日
（
白
）

開
会
式
　
8
時
幻
分

競
技
開
始
　
9
時

▽
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
競
技
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
式

▽
チ
ー
ム
編
成
　
小
学
生
女
子

皆
さ
ん
お
い
で
く
だ
さ
い

－
郷
土
文
化
研
究
会

七
月
の
例
会
～

郷
土
文
化
研
究
会
で
は
、
七
月
の
例
会
と

し
て
、
次
の
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
会
員
以

外
の
方
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
1
月
2
0
日
（
土
）

1
3
時
的
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
　
容
　
「
遠
賀
町
の
古
墳
」

発
表
者
　
吉
野
千
年

福
岡
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

統
計
思
想
の
普
及
向
上
と
統
計
の
表
現
技

術
の
研
さ
ん
に
賞
す
る
た
め
、
務
計
グ
ラ
フ

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

絆
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
企
画
調
整
課
企

画
調
整
係
へ
ど
う
ぞ
。

一
。
有
段
を
目
指
し
て
〇
一

出
龍
　
九
段
　
武
官
　
正
樹

白
先
コ
ウ
　
8
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
　
　
萌
は
ツ
ケ
で
す
が
鮎

に
も
う
ま
い
応
手
あ
り
、
か
な
り

の
難
問
。

5
分
で
初
駿
　
3
分
で
3
段

卓
球
競
技
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
結
果

六
月
二
士
一
百
凧
、
卓
球
競
技
（
個
人
）
と
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
広
漠
小

体
育
館
と
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
優
勝
者
の
み
）

卓
球
競
技
（
個
人
）

〇
一
般
男
子
　
有
田
博
文
（
中
央
）

〇
一
嬰
子
　
岩
本
ツ
セ
（
浅
　
木
）

○
初
心
者
男
子
　
重
広
故
郷
（
新
　
町
）

○
初
心
妻
子
　
四
海
恵
子
（
蕪
宛
）

0
小
学
生
男
子
　
大
石
浩
史
（
虫
佐
津
）

○
小
学
生
女
子
　
井
口
美
保
（
遠
賀
川
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

O
A
級
男
子
ダ
ブ
ル
ス

川
野
守
明
（
広
漠
）
柳
　
買
値
（
浅
木
）

O
B
級
男
子
ダ
ブ
ル
ス

西
　
卓
士
（
遠
賀
川
）
二
村
　
慶
（
鬼
津
）

O
A
級
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
川
野
守
明

O
B
絞
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

曽
我
英
一
（
広
渡
）

O
A
級
女
子
空
ノ
ル
ス

欝
寿
栄
（
広
漠
）
永
韮
季
丁
代
（
広
淡
）

O
B
級
女
子
ダ
ブ
ル
ス

池
田
由
美
子
（
新
町
）
林
美
佳
（
遠
賀
川
）

O
A
級
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
鶴
加
寿
栄

O
B
級
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

奥
田
香
里
（
新
町
）

闇
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
親
と
子
の
電
話
教
室
」

屯
話
マ
ナ
ー
の
向
上
に
、
子
と
も
会
や
婦

人
会
の
み
な
さ
ん
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
対
∴
象
　
小
・
中
学
生
（
婦
人
電
話
教
室

も
開
催
し
ま
す
）

▽
日
　
時
　
平
日
9
時
～
ュ
6
時
の
閻

▽
内
容
　
○
語
義
・
電
話
の
歴
史
、
マ
ナ

ー
、
つ
な
が
る
し
く
み
な
ど
○
映
画
約
二

十
五
分
程
度
○
実
習
・
模
擬
電
話
セ
ッ
ト

に
よ
る
応
対
練
習
所
要
時
間
は
一
⊥
一

時
間
程
度

▽
申
込
先
　
N
T
T
折
尾
屯
報
電
話
局
　
ト

ラ
ヒ
ッ
ク
営
業
課
　
田
（
6
9
1
）
3
3

9
9

田
鶴
　
八
鹿
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
　
　
4
四
の
偶
は
最
後
に

役
立
ち
ま
す
。

8
分
で
3
級
、
4
分
で
初
段

締
駒
　
な
し

一
一
一
－
－
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

㊥
－
計
せ
こ
∪
川

へ
講
機
運
説
）
　
正
一
S
ヽ
ヾ
さ
ば
串
．

毅
が
二
㌢
？
㌔
二
二
博
ペ
∴
二
千
㌔
山
一
S
持

せ
－
」
∪
川
（
I
．
註
∞
何
十
の
（
叫
J
ベ
U
J
O

へ
前
掲
慕
同
義
）
　
N
中
衛
．
重
出
ノ
ー
日

割
．
1
日
臣
ノ
　
N
日
付
′
田
山
「
∴
∽
ロ
ー
箪

叫
べ
↓
出
講
3
0

人
濃
籍
）
　
等
思
∞
小
成
d
I
様
へ
日
々
↓
－
」

べ
十
〇
回
運
や
手
心
日
揮
的
売
．
富
≠
∽

目
掛
け
港
や
癖
か
S
ぐ
卦
ゴ
べ
ヰ
ま
．
回

申
．
－
出
港
．
－
申
出
′
　
帥
田
津
′
　
∽
曜

日
ノ
ー
日
経
．
－
中
臣
べ
＋
国
華
o
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▽　　　▽
親　　　日 身

体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ

集
団
見
合
を

実
施
し
ま
す

時
　
8
月
4
日
（
日
）

的時50分－

所
　
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
岡
高
市
央
区
六
本
松
1
丁
目

▽
参
加
擾
　
不
要

▽
申
込
期
限
　
1
月
2
7
日
ま
で

▽
申
込
先
　
福
岡
県
身
体
随
富
者
蒜
鰭
相
談

所
　
範
0
9
2
（
1
5
1
）
3

申
込
手
続
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役

場
福
祉
課
福
祉
係
へ
ど
う
ぞ
。

防

ご

う

非

行

助

け

よ

う

立

ち

直

り

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
月
間
で
す

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
七
月

一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
全

国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
点
日
額
を
「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ

る
少
年
非
行
防
止
と
更
生
援
助
」
と
定
め

て
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ

非
行
の
原
因
と
な
る
栴
態
の
改
善
や
非
行

に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
の
た
め
に
、
幅
広

い
地
域
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
募
金
協
力
の
お
願
い

犯
罪
者
の
予
防
と
更
生
を
目
的
と
す
る

疎
菜
運
営
資
金
と
し
て
「
更
生
保
籍
薬

援
助
募
金
」
へ
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
本
町
の
保
護
司
は
次
の
方
々
で
す
。

吉
田
　
猿
氏
（
尾
　
崎
）

信
行
　
雪
鴻
氏
（
鬼
　
津
）

矢
内
∴
∴
審
氏
（
遠
賀
川
）

山
中
　
京
氏
（
別
府
）

高
崎
　
重
徳
氏
（
木
　
守
）

毛
利
　
秀
済
民
（
虫
生
津
）

身
元
未
判
明
の
中
国
残
留

孤
児
の
身
元
引
受
人
の
募

集
に
つ
い
て

中
国
残
留
日
本
人
孤
児
で
あ
っ
て
、
厚
生

省
が
実
施
し
た
肉
親
技
し
の
た
め
の
訪
日
調

査
に
よ
っ
て
も
、
身
元
は
判
明
し
な
い
ま
ま

永
住
の
目
的
を
も
っ
て
本
邦
に
帰
国
す
る
者

及
び
そ
の
世
帯
員
の
日
本
社
会
へ
の
早
期
定

着
、
自
立
更
生
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
身
元

未
判
明
孤
児
世
辞
の
身
元
を
引
き
受
け
て
い

た
だ
く
身
元
引
受
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

身
元
引
受
人
に
対
し
て
は
、
身
元
引
受
期

間
中
、
月
額
一
万
二
千
円
の
身
元
引
受
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
県
民
佳
蔀
援
護
課
援
護
係
∴
㊨

0
9
2
（
6
5
1
）
1
1
1
1
へ
ど
う
ぞ
。

消
防
設
備
士
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す

▽
期
　
日
　
8
月
2
5
日
（
日
）

▽
場
　
所
　
北
九
州
大
学

▽
頓
萄
受
付
　
北
九
州
市
消
防
局

1
月
2
3
日
、
2
4
日

受
験
準
備
鵠
習
会
は
飯
塚
市
で
行
わ
れ
ま

す。
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
郡
消
防

本
部
予
防
課
∴
逝
（
2
9
3
）
1
2
3
ュ
ヘ

ど
う
ぞ
。

県
代
表
か
け
た
小
学
生
バ
レ
ー

島
門
小
・
浅
木
小
が
出
場

惜

し

く

も

2

約

1

で

敗

れ

る

六
月
三
十
日
、
福
岡
英
体
育
館
で
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
一
を
競
う
「
ラ
イ
オ

ン
カ
ン
プ
第
五
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小

学
生
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
北
部
九
州
代
表
の
六
校

の
う
ち
鳥
門
小
学
校
と
添
木
小
学
校
の
女
子

二
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
両
チ
ー
ム
、
善
戦
む
な
し
く
二
対
一
で
共

に
措
敗
。
全
国
大
会
出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で

した。
総
　
菜

浅
木
小
　
1
‥
2
　
大
寒
府
西
（
筑
前
）

島
門
小
　
1
‥
2
　
星
口
（
筑
後
）

六
月
一
百
、
中
間
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
北
都
大
会
、
参
加
二
十
チ
ー
ム

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
話
果
、
浅
木
小

チ
ー
ム
が
二
位
に
、
ま
た
島
門
小
チ
ー
ム
が

四
位
に
入
り
県
大
会
出
場
が
決
定
。

こ
の
県
大
会
ま
で
、
毎
日
練
習
を
続
け
て

き
た
選
手
の
み
な
さ
ん
。
次
回
の
大
会
に
向

け
て
、
ま
た
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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CI　　　くつ 　　　　l 交通事故のご相談は 

お気軽にどうぞ 

無料でご椙談に応じております 

午前9時半～午後4時40分（平日） 

土曜日は正午まで（第2土曜日は休みます） 

⑥専門の相談員が親身になってこ相談に応じます。 

◎弁検士椙敬白：纏連合〇日午後1時一4時 

社団法人　日本損害保険協会 

小倉自動車保険請求相談センター 

北九州市小倉北区紺屋町9－1 

電話のご相談もお受けします 

紺晴間…四㊥塵）7（

本
年
も
遠
賀
郡
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発

展
を
は
か
る
目
的
で
郡
民
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
皆
様
方
の
こ
声
援
を
お
願
い
し

ます。
▽
日
　
時
　
8
月
4
日
（
日
）

▽
開
会
式
　
9
時
5
0
分

主
会
場
町
の
指
定
す
る
会
場
及
び
各
競

技
場
こ
と
に
行
う
。

▽
場
　
所
　
郡
内
各
町
　
主
会
場
は
芦
屋
町

▽
実
施
競
技
及
び
会
場

○
陸
上
＝
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
山
水
蕃
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
I

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
芦
屋
申
・
芦
屋
東
小
・

芦
屋
小

○
テ
ニ
ス
＝
芦
屋
町
庭
球
揚

○
卓
球
u
水
巻
町
民
体
育
館

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
芦
屋
町
立
小
体
育
館

○
剣
道
＝
岡
垣
町
民
武
道
館

○
柔
道
＝
芦
屋
町
民
武
道
場

○
弓
道
＝
芦
屋
町
民
弓
道
場

○
相
撲
＝
岡
垣
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
相
撲

場
○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
芦
屋
東
小
・
芦
屋
小

○
累
＝
芦
屋
中
学
校

海
の
中
道
海
浜
公
園

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ー
ル
オ
ー
ブ
ン

▽
開
設
期
間
　
6
月
2
9
日
～
9
月
1
日
（
日
）

7
月
1
5
日
は
休
園

▽
開
設
時
間
　
0
1
月
2
0
日
ま
で
9
時
～
1
7

時0
1
月
2
1
日
～
9
月
1
日
ま

で
9
時
～
1
8
時

な
お
、
八
月
一
日
十
三
時
三
十
分
か
ら
十

五
時
ま
で
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
関

か
れ
ま
す
。
出
演
は
柏
原
芳
恩
、
サ
リ
ー

▽
聞
合
先
海
の
藻
公
国
管
理
セ
ン

タ
ー
＄
0
9
2
（
6
0
3
）

●
・
－
ェ
　
ー
　
ュ

亮
義
持
ン
野
球
大
会

六
月
三
十
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
十
二
時
間
休
み
な
し
の
「
第
一

回
マ
ラ
ソ
ン
野
球
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た。
町
内
の
五
野
球
チ
ー
ム
と
一
般
町
民
五
十

七
名
が
紅
白
に
分
か
れ
て
朝
九
時
か
ら
ナ
イ

タ
ー
の
光
輝
く
夜
の
九
時
ま
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

語
架
は
、
五
十
七
回
愛
ま
で
戦
い
、
六
十

七
対
十
九
で
白
組
が
勝
利
。
な
ん
と
も
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

（
軍
費
は
西
日
本
新
聞
社
提
供
）

住
宅
金
融
公
庫
の
裏
会
を

こ
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

返
済
購
問
内
の
繰
上
返
済
の
ご
案
内

国
の
財
政
部
情
の
厳
し
い
お
り
か
ら
、
こ

れ
か
ら
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
の
た
め
に
「
長

舶
・
低
利
・
無
抽
せ
ん
」
の
公
庫
資
金
を
必

要
と
し
て
い
る
多
数
の
方
々
の
竃
に
お
応

え
す
る
に
は
、
資
金
に
余
裕
の
で
き
た
方
々

に
練
り
上
げ
て
こ
返
済
い
た
だ
い
た
資
金
を

再
度
融
資
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
余
裕
の
で
き
た
方
々
の

一
人
で
も
多
く
の
こ
協
力
に
よ
る
繰
り
上
げ

返
済
を
お
願
い
し
ま
す
。

繰
り
上
げ
返
済
の
手
続

○
現
在
、
返
済
金
を
払
込
み
中
の
会
繭
機
関

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
務
処
理
の
都
合
上
、
七
日
前
に
霊
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
数
料
は
無
料
で
す
。

○
全
額
の
繰
り
上
げ
返
済
に
限
ら
ず
、
一
部

の
繰
り
上
げ
返
済
も
で
き
ま
す
。
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今古賀95番地の5
カーiは

泉原　美穂ちゃん

（憲法巽さんの轍）
昭和59年10月6日生

私ちょっぴり太めの女の子。

皆プロレスラーかおすもうさん

Iこなれって言うけど、私は女の

子ですよ．／でもいつもお兄ちゃ

んのおもちゃ取っちゃうの・・・・・・

やっぱり

上別府1247番地

石松　憲充くん

（築庭掌さんの次男）
昭和59年8月7日生
皆さん始めまして、僕、のり
君です。今10カ月の甘えん坊で
す。お兄ちゃんは苦手†ごけど虚か
お姉ちゃんは大一好き。いつも
遊んでもらってるんだ。
皆さんも仲良くしてネ．′

鰹
願
と
衛
盤
の
ペ
ー
ジ

町
閻
圃
剛
圃
闘
幽

▽
頬
　
白
　
1
月
1
6
日
（
火
）

▽
時
間
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

▽
場
所
英
公
民
館

▽
内
容
離
乳
食
の
調
田
実
習

家
族
計
画

▽
持
参
品
エ
プ
ロ
ン

▽
期
　
日
　
1
月
お
目
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
内
容
新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

▽
持
参
品
　
田
巽
母
子
手
緩
受
領
者
の
み
）

▽
対
　
象
　
妊
産
婦

▽
料
金
　
無
料

☆
死
亡
率
第
一
位
、
病
気
に
よ
る
死
亡
の
第

一
位
は
ガ
ン
で
す
。

☆
早
期
に
発
見
す
れ
ば
必
ず
治
り
ま
す
。

☆
年
に
一
度
は
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し

ょう。
◎
検
　
診

▽
期
　
日
　
1
月
2
9
日
（
月
）
・
5
0
日
（
火
）

・31日（水）

▽
時
　
間
　
受
付
　
8
時
仰
分
－
1
0
時
5
0
分

検
診
　
9
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
前

▽
料
　
金
　
五
百
円
（
検
診
日
に
徴
収
）

◎
申
込
み

▽
期
間
　
7
月
1
6
日
（
火
）
か
ら
定
数
に

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

▽
時
　
間
　
8
時
5
0
分
～
ュ
7
時

▽
定
　
員
一
八
〇
名
（
一
旦
（
○
名
）

▽
申
込
先
　
保
健
衛
生
係
（
包
話
で
の
申
込

み
可
。
＄
（
2
9
3
）
1
2
3

4
内
線
2
1
3

繊
7
月
は
河
川
婆
護
月
間
燃

河
川
は
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
の
風
物

で
あ
る
と
と
も
に
、
飲
料
水
を
は
じ
め
と
す

る
私
達
の
生
活
用
水
の
水
源
で
す
。

子
宮
ガ
ン
の
あ
ら
ま
し
　
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

前
回
の
お
話
で
子
宮
ガ
ン
の
原

因
が
、
身
近
な
男
女
の
性
生
活
に

あ
る
こ
と
が
分
か
り
意
外
な
感
じ

が
し
ま
す
。

ソ
ウ
デ
ス
カ
。
実
は
近
年
更
に
重
要
な
次

の
二
つ
の
統
計
が
、
日
本
人
の
手
で
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

0
0
性
交
渉
の
前
に
入
浴
す
る
習
慣
の
あ
る

夫
婦
に
は
、
子
宮
ガ
ン
が
少
な
い
と
い
う
密

実
で
す
。

前
回
で
は
、
女
性
の
身
体
の
清
潔
度
と
子

宮
ガ
ン
が
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
話
し
ま

し
た
。
も
し
男
蛙
も
協
力
し
て
身
体
や
性
器

の
清
潔
に
努
め
れ
ば
、
女
性
の
性
器
の
清
潔

度
も
一
段
と
高
く
な
り
、
ガ
ン
化
の
率
も
少

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

の
子
宮
ガ
ン
で
要
を
亡
く
し
た
男
性
と
再

嬉
し
だ
婦
人
に
は
、
子
宮
ガ
ン
が
続
く
程
多

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
し

て
、
畳
屋
藷
の
特
別
の
衛
生
状
態
が
子
宮

ガ
ン
発
生
の
引
き
金
に
な
る
の
で
は
な
い
か

ど
誰
し
も
蓄
え
る
で
し
ょ
う
。
現
に
男
鞋

蒸
、
中
で
も
亀
頭
の
恥
垢
の
中
に
発
ガ
ン
物

質
を
探
し
て
い
る
学
者
も
あ
る
く
ら
い
で

す。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
前
回
話
し
た
ユ
ダ
ヤ

人
に
子
宮
ガ
ン
が
少
な
い
と
い
う
寧
実
で

す。
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
割
縛
（
亀
頭
の
包
皮
を
幼

児
の
う
ち
に
切
り
取
っ
て
神
に
さ
さ
げ
る
）

と
い
う
儀
式
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
割
檀
に
よ

り
亀
頭
部
の
恥
垢
が
少
な
く
清
潔
で
あ
る
の

か
、
子
宮
ガ
ン
の
少
な
い
原
因
と
考
え
る
学

者
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
（
つ
つ
く
）



（9）　僅⑪筋勉餅　　　　　　　　　　　　　第366号

＼／

漉
議
俄
る
と
お
年
寄
り
・
b
気
分
的
に
落
ち
着

き
ま
す
し
、
看
護
す
る
人
も
自
分
自

身
の
計
画
が
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
、
一
日

を
気
詩
ち
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く

－
　
そ
の
た
め
に
は
、
看
護
す
る
人

の
心
く
ば
り
が
不
可
欠
で
す
。
看
護

人
が
必
要
最
低
限
知
っ
て
い
て
も
ら

い
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
あ
ま
し

た。

お
ぴ
た
肌
寒
さ
は
お
年
寄
り
に
は
こ

た
え
ま
す
。
通
風
や
換
気
に
よ
く
気

を
つ
け
、
必
要
な
ら
ば
、
暑
く
な
り

み
ん
な
の
協
力
を

す
ぎ
な
い
程
度
に
暖
房
す
る
の
も
よ
　
看
護
は
、
そ
の
家
の
主
婦
、
つ
ま

い
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
り
同
居
の
お
嬢
さ
ん
が
し
て
い
る
と

い
う
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
く
む
っ

詣
謂
撼
謂
地

肌

　

　

　

　

●

看

護

の

ポ

イ

ン

ト

●

　

　

叫

で
§
i
i
－
一
・
，
子
．
1
子
、
J
l
・
′
t
C
J
ヽ
↑
1
C
l
、
－
2
1
で
、
・
・
く
く
　
…
・
。
く
く
。
く
く
く
く
く
（
，
‘
C
t
t
く
く
く
・
、
く
　
　
…

寝
た
ぎ
り
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、

寝
室
は
仝
生
活
が
営
ま
れ
る
甥
で
す
。

少
し
で
も
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う

に
整
え
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
テ
ン
や
壁

紙
な
ど
は
、
お
年
寄
り
の
好
み
も
考

慮
に
い
れ
た
上
で
、
明
る
く
感
じ
の

い
い
も
の
を
選
び
、
電
灯
の
が
さ
や

額
、
室
内
装
飾
品
な
ど
も
と
さ
お
り

変
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

部
屋
に
必
ず
備
え
て
お
き
た
い
の

は
温
湿
度
計
。
室
温
は
二
十
垂
訓
後
、

湿
度
は
六
〇
％
く
ら
い
が
理
想
的
で

す
が
、
体
を
ふ
い
た
り
、
寝
間
着
や

シ
ー
ツ
な
ど
を
取
り
替
え
る
と
き
は

室
温
を
少
し
高
め
に
調
節
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
梅
雨
時
な
ど
の
湿
気
を

週
単
位
の
訃
画
を

涼
た
ぎ
り
の
状
態
が
長
引
き
そ
う

な
と
き
は
、
家
族
な
ど
看
護
に
あ
た

る
人
が
疲
れ
て
寝
込
む
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
計
画
を
立
て
て
事
を
運
ぶ

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

体
を
ふ
く
の
は
何
曜
日
の
午
前
、

シ
ー
ツ
の
取
り
替
え
は
何
曜
日
の
午

後
と
い
う
よ
う
に
、
お
年
寄
り
と
話
し

合
い
な
が
ら
看
護
の
一
応
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
立
て
て
み
ま
し
ょ
う
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
お
世
話
を
す

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
主
婦
が
一
人

で
寝
た
ぎ
り
の
お
年
寄
り
の
世
話
か

ら
家
事
一
切
ま
で
と
り
し
き
る
の
は

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
豪

族
が
仕
事
や
学
校
に
出
か
け
る
昼
間

は
と
も
か
く
と
し
て
、
夜
や
休
日
は

家
族
が
お
互
い
に
都
合
を
つ
け
あ
っ

て
、
家
事
や
お
年
寄
り
の
お
世
話
を

分
起
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
別
居
の
娘
や
息
子
が
実
家

の
親
を
見
舞
う
と
い
う
よ
う
な
と
き

に
は
、
看
護
の
肩
代
わ
り
を
し
て
、

日
ご
ろ
世
話
を
し
て
い
る
人
を
ゆ
っ

く
り
外
出
さ
せ
る
な
ど
の
心
遣
い
を

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
そ
う
し
た
協
力
の
申
し
出

が
あ
っ
た
と
き
は
、
受
け
る
側
は
遠

慮
な
く
好
意
に
甘
え
、
日
ご
ろ
の
疲

れ
を
い
や
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

心
身
に
疲
労
が
た
ま
っ
て
く
る
と
、

そ
の
人
の
健
康
に
よ
く
な
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
お
世
話
の
ほ
う
も
お

ろ
そ
か
に
な
る
傾
向
が
あ
り
、
お
年

寄
り
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

〝
よ
き
心
理
学
者
〟
に

な
る
た
め
に

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て

一
番
必
要
な
の
は
、
よ
く
な
ろ
う
と

す
る
意
欲
で
す
。
そ
の
意
欲
を
引
き

出
す
の
は
看
護
を
す
る
人
の
重
要
な

役
目
な
の
で
す
。

涼
だ
き
り
と
い
っ
て
も
、
そ
の
状

態
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
概
に
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
寝
た
ぎ
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
心
理
的

な
挫
折
感
を
も
ち
、
自
信
を
失
っ
た

り
、
回
復
を
あ
き
ら
め
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
看
護
す
る
人
が
お

年
寄
り
と
よ
い
人
間
関
係
を
保
っ
て

適
切
な
看
護
を
す
る
こ
と
、
お
年
寄

り
が
回
復
の
意
欲
を
も
つ
よ
う
に
手

を
差
し
伸
べ
て
あ
げ
る
こ
と
は
大
切

です。牛
を
と
り
、
た
だ
で
さ
え
弱
っ
た

心
と
体
に
病
気
が
重
な
る
と
、
不
安
－

寂
し
さ
か
つ
の
り
、
周
囲
の
人
の
気

持
ち
も
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
く

な
る
　
－
。
こ
ん
な
心
理
状
態
に
陥

り
が
ら
な
お
年
寄
り
の
気
待
ち
を
理

解
し
、
「
よ
さ
心
理
学
者
」
に
な
る
こ

と
が
、
看
護
す
る
側
に
求
め
ら
れ
る

第
一
条
件
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
長

い
看
護
の
間
に
は
意
見
が
違
っ
て
困

る
こ
と
や
行
き
違
い
が
あ
っ
た
り
し

て
、
お
年
寄
り
と
の
間
が
気
ま
ず
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な

時
は
一
歩
退
い
て
、
「
自
分
が
お
年

寄
り
の
立
場
だ
っ
た
ら
」
と
考
え
て

み
る
こ
と
で
す
。

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
を
心
か
ら

い
た
わ
る
気
持
ち
が
、
寝
た
ぎ
り
か

ら
回
復
す
る
た
め
の
〝
最
良
の
薬
〟

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。



調の逮繊調重要椿事轟下

◎時間中で、口：ローロ：口は、その時間内であれば可。

ロ：ローは、その時間から始まるので、時間までに集まること。

目 �曜 �行　事∴∴内　容 �時　　間 �実施会場（担当係名 ��対象や終了時間など �詳　細 

（ 25 �（ 木 �“イカダ競争、 　参加申込受付 �－17：00 �謹矧社会教育係 ��各区対抗戦22艇、オープ ン戦78艇を募集中 �前　号 3ページ 

15 �月 �家庭教育学級④ �10：00－ �中央公民館 �社会教育係 �家庭教育学級生 12時終了予定 � 

16 �火 �胃ガン検診申込受付 � �簿矧鰯生係 ��先着180名 料金500円 �8ページ 民生児童委貝会 �9：30－ �第2会誌望i福祉係 ��各民生児童委員 12時終了予定 � 

妊　　婦　　相　　談 �13：30－－ �中央公理I保健衛生係 ��離乳食の料理実習 エプロン持参のこと �8ページ 

18 �木 �諸　　　大　　　　学 �10；00・－ �中央公民館匡会教育係 ��若大学生 15時終了予定 � 

23 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9；30－ �役掲保健室国縫係 ��母子手帳交付 11時30分終了予定 �8ページ 

会商。警）合同相談 � �公民館別館 �福　祉∴係 �相談内容は⑫で料金無料 � 

24 �水 �母と　子の料理教室 �10：00－ �中央公民館 �保健衛生係 �希望者は各地区緑黄会々 � 

婦　人　学　級　① �10：00－ �中央公輔車会弼係 ��婦人学級生 12時終了予定 � 

25 �木 �企業同　和研修会 �14：00・－ �中央公民館i社鍛育係 ��町内企業関係者 17時終了予定 � 

26 �金 �園　芸　教　室（り �10：00－ �中央公瑚I社会輔係 ��園芸教室生 12時終了予定 � 

27 �土 �乳　幼　児　学　級 �13：00－ �南部輔園匡会教育係 ��保護者 15時終了予定 � 

28 �日 �少年ソフトボール大会 �8：40・－ �総合運動公園 � �各地区対抗戦 � 
グラウンド　体　育　係 

少女バレーボール大会 �8：40－ �警響生育係 ��各地区対抗戦 � 

29 �月 �胃　ガ　ン　検　診 � �中央公理前i保健衛生係 ��申込者のみ �8ページ 

30 �火 �胃　ガ　ン　検　診 � �中央公民車齢衛生係 ��申込者のみ �8ページ 

31 �水 �胃∴∴ガ　ン　検　診 � �中央公輔前車雛係 ��申込者のみ �8ページ 

使
用
済
み
（
不
用
）
電
池
に
よ
る
「
水
銀

公
箸
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
遠
賀
郡

の
ゴ
ミ
処
理
籾
で
も
今
ま
で
は
埋
め
立
て
処

理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
、
埋
め
立

て
ず
に
別
途
、
回
収
を
し
ま
す
。

皆
様
の
理
解
と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▽
回
収
方
法

。
小
・
中
学
生
の
い
る
家
庭
は
、
毎
月
一

日
か
ら
十
日
ま
で
に
学
校
に
持
た
せ
て

く
だ
さ
い
。

・
児
童
、
生
徒
の
い
な
い
家
庭
の
人
は
近

所
の
富
だ
お
願
い
し
て
学
校
の
電
池

回
収
カ
ン
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い。
・
最
寄
り
の
電
池
販
売
店
に
持
っ
て
行
き

引
き
取
り
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

o
役
場
に
も
不
用
亀
池
回
収
カ
ン
春
用
悪

し
て
い
ま
す
。

▽
注
意
今
後
、
す
べ
て
の
電
池
を
回
収
い

た
し
ま
す
。
不
燃
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。


